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背景

・膵癌の国内罹患数は約3万3千人
・国内死亡者数は年間約3万7千人で全癌の10％
・世界罹患数は毎年約27万7千人で全癌の2.2%

男性 女性

1. 肺 52,600 (24%) 1. 大腸 25,400 (16%)
2. 大腸 28,500 (13%) 2. 肺 22,300 (14%)
3. 胃 27,200 (12%) 3. 膵臓 19,000 (12%)
4. 膵臓 18,600 (8%) 4. 乳房 15,700 (10%)
5. 肝臓 15,600 (7%) 5. 胃 14,800 (9%)

元データ: がんの統計2022（公財 がん研究振興財団 編）

部位別予測がん死亡数（上位5)
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背景

・膵癌の5年生存率は8～10％と不良

元データ: 国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」
がんの統計2022（公財 がん研究振興財団 編）
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従来技術とその問題点

既存の癌治療法として、化学療法、手術療法放射
線療法がある。問題点として次が挙げられる。

• 化学療法（抗癌剤）：細胞毒性による副作用が
強い、転移は抑制しない

• 手術療法：転移があると行われない（膵癌は転
移がある症例が多い）、侵襲が強い

• 放射線療法：正常組織への侵襲がある、化学療
法を組合せて行われる（化学療法の問題点を含
む）、照射に限界がある
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解決したい課題

• 化学療法(抗癌剤): 細胞毒性による副作用が強い、
転移は抑制しない

• 膵癌は5年生存率が10%前後と最も不良で、ここ
10年間治療成績（生存率）の改善が乏しい
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目的

副作用の少ない新しい膵癌の治療薬を開発し、
5年生存率を劇的に向上させる。
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技術的データ
これまで細胞走化性研究により新規in vitro解析法
を確立した（下図）

走化性因子 ( - )

走化性因子 ( + )

細胞

細胞

ガラス板

• ガラス板とチップの間の流路に走化性因子の濃度勾配を形成
• 細胞が濃度勾配を感知して移動
• 下部のCCDカメラで撮影

シリコン製チップ
TAXIScan

走化性因子の濃度

濃
度
勾
配

J Immunol Methods, 2003 Nov;282(1-2):1-11.
J Immunol Methods, 2014 Feb;404:59-70. 
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技術的データ
これまで細胞走化性研究により新規in vitro解析法
を確立した（下図）

膵癌細胞の遊走の方向性が
LPA濃度に依存して上昇
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度
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BMC Cancer. 2017 Mar 31;17(1):234. 
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技術的データ
これまで細胞走化性研究により新規in vitro解析法
を確立した（下図）

LPA阻害剤Ki16425で濃
度依存性に方向性が阻害

濃
度
勾
配

BMC Cancer. 2017 Mar 31;17(1):234. 
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技術的データ

• ヒト膵癌細胞株BxPC3を用いた
in vitroスクリーニング(10μM)
の結果、4化合物がヒット

➡ ＡＭＥＤ橋渡しシーズAに採用されさらに解析を継続した

n>10 n=3

Biomed Pharmacother. 155:113733, 2022

• 既存薬Gemcitabineよりも
毒性はかなり低い

生存率

（既存薬）

遊走の速さ
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技術的データ
同所移植にて膵癌の増大と転移がどちらも抑制された

既存薬Gemcitabine、化合物D、または両方を投与
(1mg/mouse/week) (4mice/group)

転移のあった個体数
（体表の蛍光検出）

個
体
数

移植後の日数

Group1: no drug
Group2: Gemcitabine i.p.
Group3: Compound 14-100 p.o.
Group4: Gemcitabine + Compound 14-100

腫瘍からの蛍光量の比較
蛍
光
量

Group1

Group2

移植50日後の開腹像

化合物14-100は腫瘍増大抑制効果および転移抑制効果あり

異種同所移植モデル

Group3, 4

--- 明かな転移巣

腫瘍増大抑制

転移抑制

なぜ細胞毒性はないのにどちらも抑制するのかBiomed Pharmacother. 155:113733, 2022

ヌードマウスにGFPラベルBxPC3を皮下移植した後、
増殖した癌細胞塊（4mm3）を膵臓へ移植
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技術的データ
腫瘍細胞の腫瘍増大因子のmRNAの発現が抑制
腫瘍細胞のSingle Cell RNA sequence

Biomed Pharmacother. 155:113733, 2022

CXCL8 ↓
HSPA1A↓
HSPA1B ↓

S100A8 ↑
KRT14 ↑
KRT16 ↑

腫瘍細胞のSingle Cell RNA sequenceに
よって、腫瘍増大因子・転移関連因子の
mRNAの発現変化が見られた
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技術的データのまとめ
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新技術の特徴・従来技術との比較

• 低分子化合物である（安価）
• 従来の化学療法では細胞毒性を利用した腫瘍増
大の抑制効果のみであったが、本化合物は腫瘍
増大の抑制とともに転移抑制の効果もある

• 従来の化学療法では細胞毒性による副作用が強
かったが、本化合物は毒性が極めて低く、副作
用が少ないことが期待される

• 化学療法であるので手術や放射線でみられる侵
襲がない
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想定される用途

• 癌治療での抗腫瘍効果と転移抑制が期待される

• また、既存の抗癌剤や治療法と併用も可能である

• 副作用・侵襲が少なく安価なため、癌が疑われた
際に、即座に内服を始めることが可能（予防？）

• 副作用・侵襲が少なく安価なため、手術に耐えら
れない超高齢者の癌治療の選択肢になる

• 副作用・侵襲が少なく安価なため、緩和医療の一
つとして追加できる
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実用化に向けた課題

• 現在、少数の動物実験まで開発済み。しかし、安
全性・有効性を証明するための大規模な動物実験
（非臨床試験）とヒトで証拠（臨床試験）の取得
の点が未解決である。

• 今後、非臨床試験について実験データを取得し、
臨床試験に適用していく場合の条件設定を行って
いく。

• 実用化に向けて、標的分子の同定（予備データあ
り）と分子生物学的な作用機序解明を行う必要も
あり（現在進行中）。
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企業への期待

• 未解決の標的分子の同定については、既に挙げて
いる候補分子の遺伝子破壊マウスおよび再構成実
験の技術により克服できると考えている。

• 非臨床試験・臨床試験の技術を持つ企業または
そのような提案を共同で進めていただく企業との
共同研究を希望。

• また、新規作用の癌治療薬を開発中の企業、高齢
者医療分野や緩和医療分野への展開を考えている
企業には、本技術の導入が有効と思われる。
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本技術に関する知的財産権

•発明の名称：新規抗腫瘍薬
•出願番号 ：特願2023-115386
•出願人 ：学校法人川崎学園、

学校法人 福山大学
•発明者 ：山内明、町支臣成
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産学連携の経歴

• 2015年-2017年 科研費(基盤C:15K10201代表)
「細胞動態解析を指標とした膵癌の新しい転移・増
殖因子の探索」

• 2017年-2018年 日本医療研究開発機構（AMED）
橋渡し研究プログラムシーズAに採用

• 2019年-2020年 文部科学省の特別電源所在県科学
技術振興事業に採用
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お問い合わせ先

川崎医科大学
産学連携知的財産管理室 本地 直貴

ＴＥＬ 086－462－ 1111
ＦＡＸ 086－464－ 1073
e-mail s-renkei@med.kawasaki-m.ac.jp
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